
 

                                      

                                      

                                      

                                      

                                      

（1）2017年（平成 29年）8月 1日   新宮木協だより          第 139号  

新宮市役所議場 
今春に竣工し業務を開始した新宮市新庁舎の議場です。 

地元の木材を使い木の香りが漂っている暖かい空間です。 

傍聴席腰板や壁面ルーバー、議長席、議員席、当局席等に使用されています。 



 

新
宮
原
木
買
方
組
合 

第
83
回
定
時
総
会 

 

新
宮
・紀
宝
道
路 

 

林
業
・木
材
製
造
業
労
働
災
害
防
止 

協
会
和
歌
山
県
支
部
新
宮
分
会 

第
37
回
通
常
総
会 

    

平
成

29

年

5

月

26

日

（
金
）
、
第
68
回
通
常
総
会
を

か
わ
ゐ
に
於
い
て
開
催
（
組

合
員
28
名
の
内
、
本
人
出
席

16
名
、
代
理
人
出
席
4
名
、

委
任
状
出
席
6
名
、
合
計
26

名
）
し
、
議
案
審
議
で
は
提

出
議
案
は
全
て
原
案
の
通
り

承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

総
会
終
了
後
、
懇
親
会
を

開
き
、
組
合
員
の
親
交
を
深

め
ま
し
た
。 

   

      

                     

  

林
業
並
び
に
木
材
製
造
業

に
於
け
る
労
働
者
の
安
全
及

び
衛
生
並
び
に
労
働
災
害
防

止
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
昭

和
五
六
年
一
月
に
設
立
し
た

本
分
会
の
第
37
回
通
常
総
会

を
平
成

29

年

7

月

3

日

（
月
）
出
席
者
22
名
（
委
任

状
も
含
む
）
が
参
加
し
て
開

催
し
ま
し
た
。
今
回
は
役
員

改
選
時
期
で
し
た
が
、
全
役

員
が
留
任
と
い
う
形
で
承
認

頂
き
ま
し
た
。
当
日
は
新
宮

労
働
基
準
監
督
署
の
森
署
長
、

肱
岡
監
督
・
安
衛
課
長
に
ご

出
席
を
頂
き
滞
り
な
く
総
会

を
終
了
致
し
ま
し
た
。
又
、

総
会
終
了
後
は
肱
岡
課
長
よ

り
、
林
材
業
の
労
災
発
生
事

例
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
、

さ
ら
な
る
防
災
意
識
の
向
上

を
促
し
ま
し
た
。 

  

原
木
の
新
宮
地
区
集
荷
を

助
長
し
、
紀
南
地
区
木
材
業

の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
に
結
成
さ
れ
た
本
組
合

（
組
合
員
19
名
の
内 

本
人

出
席
10
名
、
代
理
人
出
席
3

名
、
欠
席
6
名
）
の
第
83
回

定
時
総
会
を
次
の
通
り
開
催

し
ま
し
た
。
組
合
長 

速
水 

渉
氏
が
議
長
を
執
り
行
い
、

総
会
は
滞
り
な
く
終
了
致
し

ま
し
た
。 

記 

平
成
29
年
5
月
18
日
（
木
） 

第
1
号
議
案 

平
成
28
年
度
会

計
決
算
報
告
承
認
の
件 

 

第
2
号
議
案 

平
成
28
年
度
剰

余
金
処
分
案
承
認
の
件 

 

第
3
号
議
案 

任
期
満
了
に
伴

う
役
員
改
選
の
件 

 

  

今
年
に
入
り
、
本
件
に
関
し

2
月
28
日
及
び
3
月
29
日

に
国
交
省
、
和
歌
山
県
及
び

新
宮
市
か
ら
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。 

 

組
合
で
は
組
合
員
全
員
参

加
の
新
宮
・
紀
宝
道
路
特
別

委
員
会
を
新
し
く
設
置
し
、

本
問
題
に
取
組
む
こ
と
と
な

り
こ
れ
ま
で
計
3
回
の
会
議

を
開
催
し
経
過
の
報
告
を
行

な
い
情
報
の
共
有
を
図
っ
て

お
り
ま
す
。 

 

又
、
特
別
委
員
会
の
中
に

交
渉
担
当
委
員
を
選
出
し
、

3
月
29

日
の
第
2

回
目
の

説
明
会
に
は
交
渉
担
当
委
員

に
て
対
応
致
し
ま
し
た
。
先

の
通
常
総
会
・
特
別
委
員
会

で
も
説
明
し
た
通
り
、
新
宮

の
木
材
業
の
基
盤
と
な
っ
て

き
た
貯
木
場
が
分
断
さ
れ
る

と
い
う
業
界
の
将
来
を
左
右

懇親会風景 

理事長挨拶 

新 

宮 

木 

材 

協 

同 

組 

合 

第 

68
回 

通 

常 

総 

会 

第 139号            新宮木協だより  2017年（平成 29年）8月 1日（2） 

総会風景 



 

熊
野
木
ま
つ
り
記
念
市 

 

新
宮
市
新
庁
舎
内
装 

 

組
合
員
の
動
静 

す
る
大
変
重
要
な
案
件
で
あ

り
ま
す
の
で
内
部
的
な
課
題

も
含
め
組
合
員
全
員
が
納
得

出
来
る
方
向
性
を
検
討
す
る

た
め
に
今
後
も
積
極
的
に
委

員
会
を
重
ね
て
行
く
方
針
で

す
。 

    

新
宮
木
協
が
内
装
材
を
納

入
し
た
、
新
宮
市
新
庁
舎
が

3
月
19
日
に
一
般
開
放
さ
れ

ま
し
た
。
内
部
を
見
学
す
る

と
、
議
場
や
市
長
室
・
応
接

室
な
ど
に
木
材
が
使
わ
れ
て

い
ま
し
た
。
特
に
、
議
場
は

ふ
ん
だ
ん
に
木
材
が
使
わ
れ

て
お
り
、
暖
か
い
空
間
と
な

っ
て
い
る
印
象
を
持
ち
ま
し

た
。 

今
後
、
文
化
複
合
施
設
の
建

設
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
早
期
着
工
と
よ
り
一
層

木
材
を
使
用
し
て
頂
き
た
い

と
思
い
ま
す
。 

                            

 

毎
年
恒
例
の
熊
野
木
ま
つ

り
記
念
市
が
今
年
も

4

月

18
日
・
午
前
10
時
か
ら
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

 

出
荷
量
が
少
な
い
時
期
と

し
て
は
ま
ず
ま
ず
の
原
木
が

集
ま
り
盛
況
で
終
わ
り
ま
し

た
。 

集
荷
量
…
７
７
３
㎥ 

平
均
単
価
… 

１
万
１
５
０
０
円 

杉
…
１
万
８
０
０
円 

桧
…
１
万
２
３
０
０
円 

          

久
保
製
材 

久
保 

晴
彦 

（
持
分
譲
渡
） 

  

久
保 

雅
稔 

  

平
成
29
年
6
月
30
日
（
金
）

午
後
3
時
30
分
～ 

場
所
：
東
牟
婁
振
興
局 

 

3
階
大
会
議
室 

住
宅
耐
震
化
促
進
事
業
等 

住
宅
支
援
制
度
説
明
会
が
次

の
通
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

内
容
は
… 

①
住
宅
に
対
す
る
支
援
制
度

に
つ
い
て 

②
住
宅
耐
震
化
促
進
事
業
に

つ
い
て 

③
紀
州
材
で
建
て
る
地
域
住

宅
支
援
事
業
に
つ
い
て 

④
地
域
優
良
賃
貸
住
宅
整
備

事
業
に
つ
い
て 

⑤
合
法
伐
採
木
材
等
の
流
通

及
び
利
用
の
促
進
に
関
す

る
法
律
の
施
行
に
つ
い
て

（
ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法
） 

以
上
５
つ
の
項
目
の
説
明
が

な
さ
れ
ま
し
た
。 

①
～
④
に
つ
い
て
は
、
各
補

助
金
に
関
す
る
説
明
が
中
心

で
、
⑤
の
ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド

法
は
法
律
が
施
行
さ
れ
ま
し

た
が
、
中
の
骨
組
み
は
決
ま

っ
て
お
ら
ず
、
周
知
の
み
で

終
了
し
ま
し
た
。 

  

◇
各
補
助
金
の
問
合
せ
先 

①
・
②
和
歌
山
県
県
土
整
備

部
都
市
住
宅
局
建
築
住
宅
課

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照 

  

③
和
歌
山
県
農
林
水
産
部
林

業
振
興
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
又

は
、
最
寄
り
の
振
興
局
農
林

水
産
振
興
部
林
務
課 

木
材

担
当
者 

④
和
歌
山
県
県
土
整
備
部
都

市
住
宅
局
建
築
住
宅
課
企
画

指
導
班 

    

（3）2017年（平成 29年）8月 1日   新宮木協だより          第 139号  

議場内部 

住
宅
耐
震
化
促
進
事
業
等 

 
 

 

住
宅
支
援
制
度
説
明
会 

１階フロア一部 応接間 

市の風景 

℡
０
７
３-

４
４
１-

３
１
８
４ 

Fax
０
７
３-

４
２
８-

２
０
３
８ 

℡
０
７
３-

４
４
１-

３
１
８
４ 

Fax
０
７
３-

４
２
８-

２
０
３
８ 



 

研 

修 

旅 

行 
 

（岡
山
県
真
庭
市
等
）   

 

    

3
月
24
日
、
25
日
の
2
日

間
で
岡
山
県
・
鳥
取
県
・
兵

庫
県
の
3
県
に
車
2
台
で
研

修
旅
行
と
し
て
行
っ
て
き
ま

し
た
。 

 

岡
山
県
で
は
、
真
庭
市
に

あ
る
真
庭
木
材
市
売
㈱
や
真

庭
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
・
銘

建
工
業
㈱
Ｃ
Ｌ
Ｔ
工
場
を
見

学
。
行
政
と
民
間
が
同
じ
方

向
を
向
き
街
の
活
性
化
・
雇

用
の
促
進
を
図
っ
て
い
る
の

が
良
く
わ
か
り
ま
し
た
。 

 

鳥
取
県
で
は
、
㈱
日
新
の

24
時
間
稼
働
す
る
大
規
模
合

板
工
場
を
見
学
し
、
こ
こ
で

は
原
木
か
ら
合
板
に
な
る
ま

で
の
行
程
を
担
当
者
の
説
明

を
受
け
な
が
ら
学
び
、
機
械

と
人
の
融
合
を
肌
で
感
じ
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

 

最

後

に

、

兵

庫

県

の

宍
粟
市

し

そ

う

し

に
あ
る
㈱
山
崎
木
材 

市
場
を
視
察
、
そ
の
日
が
市

の
日
で
買
方
さ
ん
の
人
数
も

多
く
活
気
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
競
り
子
が
二
人
並
ん

で
同
時
に
競
っ
て
い
く
様
は
、

ス
ピ
ー
ド
感
が
あ
り
見
応
え

が
あ
り
ま
し
た
。 

今
回
の
研
修
旅
行
を
通
し

て
、
今
後
の
原
木
価
格
が
、

ど
う
推
移
し
て
行
く
か
を
感

じ
と
れ
た
も
の
と
な
り
ま
し

た
。 

 参
加
者
一
覧 

・
植
松
浩
（
理
事
長
）・
谷
口

泰
仁
（
副
理
事
長
）・
速
水
祥

久
（
活
性
化
特
別
委
員
長
）・

板
谷
貴
史
（
理
事
）・
久
保
雅

稔
（
久
保
製
材
）・
和
田
義
人

（
㈱
須
川
洋
行
）・
林
浩
司
・

畑
中
龍
輝
（
原
木
市
場
）・
山

本
盛
都
（
木
協
事
務
局
） 

 

 

              

第 139号            新宮木協だより  2017年（平成 29年）8月 1日（4） 

真庭市役所前にて集合写真 

真庭バイオマス発電所 

真庭木材市売㈱ CLTの公衆トイレ 

銘建工業㈱CLT工場 ㈱日新 合板工場 
㈱山崎木材市場 



 

 

日
本
木
材
青
壮
年
団
体
連
合
会 

第
62
回
全
国
会
員 

近
畿
大
阪
大
会  

 

 

 
今
年
度
の
新
緑
会
の
新
役
員

及
び
会
員
は
次
の
通
り
で
す
。 

会 

長 
 
 
 

速
水 

洋
平 

副
会
長 

 
 
 

野
中 

亮
伸 

〃 
 
 

 
 

野
地 
陽
介 

会 

計 
 
 
 

三
島 

 
彬 

書 

記 
 
 
 

岡
﨑 

俊
樹 

監 

査 
 
 
 

速
水 

祥
久 

 

〃 
 

 
 
 

玉
置 

和
夫 

木
工
展
委
員
長 

野
中 

亮
伸 

木
工
展
副
委
員
長 

竹
中 

俊
介 

木
工
展
会
計 

 

三
島 

 

彬 

木
工
展
副
会
計 

江
﨑 

大
晃 

親
子
木
工
教
室 

倉
谷 

良
太 

親
子
木
工
教
室
副 

板
谷 

貴
史 

出
張
木
工
教
室 

久
保 

雅
稔 

出
張
木
工
教
室
副 

瀬
古
伸
一
郎 

企
画
委
員
長 

 

中
谷 

友
哉 

企
画
副
委
員
長 

湊 
 

一
郎 

企
画
委
員 

 
 

安
藤 

俊
朗 

 

〃 
 

 
 
 

青
木 

優
朋 

 

〃 
 

 
 
 

浜
口 

輝
久 

〃 
 
 

 
 

久
保
太
嘉
志 

相
談
役 
 
 
 

川
﨑 

康
弘 

新
会
員 

 
 
 

中
谷 

友
哉 

 

〃 
 

 
 
 

久
保 

雅
稔 

 

  

氏 

名 
 
 

勤
務
先 

川
﨑 

康
弘 

(

資)

川
﨑
商
店 

速
水 

祥
久 

速

民

製

材 

江
﨑 

大
晃 

江

﨑

製

材 

玉
置 

和
夫 

熊
野
川
町
森
林
組
合 

板
谷 

貴
史 

板

美

製

材 

瀬
古
伸
一
郎 

㈱
山
一
本
店 

湊 
 

一
郎 

角
新
木
材
㈱ 

久
保
太
嘉
志 

㈲
池
田
製
材
所 

竹
中 

俊
介 
竹
中
幸
生
商
店 

浜
口 

輝
久 
晃
栄
林
業
㈱ 

速
水 

洋
平 

新
宮
木
造
住
宅
協
同
組
合 

青
木 

優
朋 

青
木
木
材(
資) 

野
地 

陽
介 

野
地
木
材
工
業
㈱ 

三
島 

 

彬 

㈱ 

三 

島 

安
藤 

俊
朗 

新
宮
市
森
林
組
合 

野
中 

亮
伸 

野
中
工
務
店 

倉
谷 

良
太 

㈱
倉
谷
建
築 

岡
﨑 

俊
樹 

㈲
日
光
木
材 

中
谷 

友
哉 

紀
南
運
輸
㈱ 

久
保 

雅
稔 

久

保

製

材 

正
会
員 

20
名 

 

（
賛
助
会
員
は
十
二
名
で
す
） 

日
本
木
材
青
壮
年
団
体
連

合
会
、
第
６２
回
全
国
会
員
近

畿
大
阪
大
会
が
６
月
１６
日
、

１７

日
の
2

日
間
で
行
な
わ

れ
ま
し
た
。
場
所
は
リ
ー
ガ

ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
大
阪
で
来

場
者
数
は
延
べ
８
０
０
人
を

超
え
ま
し
た
。 

今
回
新
緑
会
は
主
催
者
側

の
立
場
と
し
て
参
加
し
、
主

に
会
場
へ
の
誘
導
や
、
懇
親

会
の
受
付
、
二
次
会
へ
の
勧

誘
と
誘
導
を
行
な
い
ま
し
た
。 

更
に
今
年
は
、
宇
久
井
小

学
校
の
亀
井

か

め

い 

青
空

そ

ら

く
ん
が
、 

全
国
木
工
工
作
コ
ン
ク
ー
ル

で
ウ
ッ
ド
ワ
ン
賞
を
受
賞
し

家
族
４
人
と
表
彰
式
に
出
席

す
る
た
め
に
大
阪
ま
で
来
て

下
さ
い
ま
し
た
。 

式
典
は
大
き
な
問
題
も
な

く
順
調
に
進
み
、
新
緑
会
も

主
催
者
側
と
し
て
微
力
な
が

ら
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
頂
き

運
営
に
協
力
し
、
前
新
緑
会

会
長
の
竹
中
氏
を
介
し
、
大

会
実
行
委
員
長
か
ら
お
礼
の

お
言
葉
を
頂
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
こ
の
こ
と
で
、

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
と
の
繋
が
り

も
深
く
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

（
会
長 

速
水 

洋
平
）  

参
加
者 

速
水 

洋
平
・
野
地 

陽
介
・
野

中 

亮
伸
・
三
島 

彬
・
竹
中 

俊
介
・
速
水 

祥
久
・
板
谷 

貴

史
・
江
﨑 

大
晃
・
湊 

一
郎
・

玉
置 

和
夫
・
倉
谷 

良
太
・
岡

﨑 

俊
樹
・
久
保 

雅
稔 

    

  

会
員
名
簿 
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受賞された亀井君と作品 
（親子ガメ） 

 
 
 

二
〇
一
七
年
度
新
役
員 



 

 

   

 

    

 

略
歴 

１
９
５
２
年
神
奈
川
県
生
ま

れ 

東
海
大
学
工
学
部
建
築
学

科
教
授
。
研
究
分
野
：
木
造

建
築
、
ま
ち
づ
く
り
、
都
市

デ
ザ
イ
ン
。
国
土
交
通
省
の

木
材
利
用
促
進
法
に
関
係
す

る
各
種
委
員
、
国
土
交
通

省
・
林
野
庁
の
研
修
講
師
、

文
部
科
学
省
・
厚
生
労
働
省

な
ど
委
員
を
歴
任
。
全
国
各

地
で
多
数
の
木
造
建
築
を
手

が
け
、
川
上
か
ら
川
下
を
繋

ぐ
「
木
づ
か
い
の
建
築
」
を

推
進
し
、
木
材
利
用
や
ま
ち

づ
く
り
に
関
す
る
講
演
多
数
。

２
０
１
０
年
平
城
遷
都
１
３

０
０
年
祭
会
場
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
を
務
め
、
２
０
１
６
年

に
は
、
五
條
総
合
体
育
館
「
シ

ダ
ー
ア
リ
ー
ナ
」
を
設
計
。

２
０
１
６
年
か
ら
和
歌
山
県

有
田
市
で
地
方
創
生
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
就
任
。 

 
○
基
調
講
演 

◇
木
材
に
吹
く
風 

２
０
１
０
年
に
公
布
さ
れ

た
「
公
共
建
築
物
等
に
お
け

る
木
材
の
利
用
の
促
進
に
関

す
る
法
律
」
に
よ
り
公
共
事

業
を
設
計
す
る
際
は
ま
ず
木

造
で
考
え
る
と
い
う
も
の
が

あ
る
。
そ
れ
を
踏
ま
え
、
自

然
資
源
を
活
用
す
る
時
代
に

来
て
い
る
と
述
べ
た
。
い
く

つ
か
実
例
を
挙
げ
、
設
計
の

段
階
で
地
元
の
技
術
で
出
来

る
設
計
を
行
な
う
事
で
地
元

に
還
元
で
き
る
。
そ
の
中
で

も
公
共
物
木
造
化
に
い
ち
早

く
目
を
付
け
た
例
と
し
て
、

熊
本
県
小
国
町
を
挙
げ
、「
悠

木
の
郷
づ
く
り
」
と
し
て
小

学
校
の
校
舎
、
中
学
校
の
体

育
館
、
ド
ー
ム
な
ど
を
木
造

で
建
築
。
デ
ザ
イ
ン
の
良
さ

な
ど
が
奏
功
し
、
人
口
が
増

え
て
い
る
と
い
う
。 

       

◇
森
林
・
木
材
の
活
用
方
法 

東
日
本
大
震
災
発
生
当
時

の
活
動
を
振
り
返
り
災
害
復

興
の
場
面
で
木
材
は
役
立
つ

と
、
応
急
住
宅
の
建
築
例
を

挙
げ
、
木
材
は
コ
ン
ク
リ
ー

ト
な
ど
よ
り
も
加
工
し
や
す

い
た
め
、
目
的
に
応
じ
て
臨

機
応
変
に
使
う
こ
と
が
出
来

る
と
解
説
し
た
。 

ま
た
、
ア
ピ
ー
ル
の
例
と

し
て
、
山
林
で
酪
農
す
る
「
産

地
酪
農
」、
奥
多
摩
森
林
で
の

「
セ
ラ
ピ
ー
ロ
ー
ド
」、
長
野

県
大
町
市
の
「
森
の
く
ら
し

の
郷
」、
更
に
珍
木
を
生
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
る
自
治
体
を
紹
介
し
た
。 

 

◇
地
域
材
を
活
用
す
る
メ
リ

ッ
ト 今

、
日
本
で
使
わ
れ
て
い

る
木
材
の
7
割
以
上
は
輸
入

し
た
も
の
で
あ
る
中
で
、
木

材
が
豊
富
に
採
れ
る
当
地
域

は
売
り
込
む
チ
ャ
ン
ス
が
大

い
に
あ
る
。 

更
に
、
地
域
が
主
役
に
な

る
ま
ち
づ
く
り
の
考
え
方

「
ロ
ー
カ
ル
フ
ァ
ー
ス
ト
」

を
定
着
さ
せ
、
地
域
の
木
材

を
１
０
０
%
使
う
と
、
そ
の

地
域
で
お
金
が
回
り
地
域
経

済
が
活
性
化
さ
れ
る
。 

こ
れ
か
ら
は
地
域
の
物
は

地
域
で
生
か
す
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
と
強
調
し
た
。 

 

        

○
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス 

カ
ッ
シ
ョ
ン 

         

事
前
に
行
な
っ
た
基
調
講

演
を
聞
い
て
、
新
緑
会
の
有

志
4
人
が
質
問
を
行
な
い
杉

本
教
授
が
答
え
た
。 

①
熊
野
川
町
森
林
組
合
の
玉

置
和
夫
氏
は 

Q
、
森
林
の
所
有
者
が
不
明

の
山
が
多
く
な
り
山
か
ら

木
が
出
せ
な
く
な
っ
て
き

て
い
る
が
。 

A
、
行
政
と
一
緒
に
進
め
条

例
等
で
対
応
し
て
行
く
。 

②
竹
中
幸
生
商
店
の
竹
中
俊

介
氏
は 

Q
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
定
を
受
け
て

い
な
い
地
域
は
ど
う
公
共
事

業
に
対
応
す
れ
ば
よ
い
か
。 

A
、
地
域
ご
と
に
品
質
管
理

木
づ
か
い 

 

の ま
ち
お
こ
し 
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五條の 

「シダーアリーナ」 

基調講演風景 

新緑会有志の 4名 

杉本
すぎもと

 洋文
ひろふみ

教授 



 

が
出
来
る
仕
組
み
を
作
り

対
応
す
る
。 

③
新
緑
会
会
長
の
速
水
洋
平

氏
は 

Q
、
地
域
材
を
他
の
地
域
に

ア
ピ
ー
ル
す
る
為
に
は
。 

A
、
地
域
独
自
の
ス
ト
ー
リ

ー
を
作
り
、
地
域
全
体
が

連
携
し
て
情
報
を
発
信
す

べ
き
。 

④
野
中
工
務
店
の
野
中
亮
伸

氏
は 

Q
、
地
元
の
業
者
が
技
術
面

で
公
共
事
業
に
対
応
す
る

に
は
。 

A
、
設
計
士
が
住
宅
の
技
術

で
出
来
る
建
物
を
設
計
す

れ
ば
い
い
。
ま
た
、
コ
ン

ビ
ニ
な
ど
を
地
域
の
技
術

で
作
れ
る
か
仲
間
を
集
め

て
検
討
す
る
と
い
い
。 

な
ど
活
発
な
意
見
交
換
が
行

な
わ
れ
た
。 

 

○
ま
と
め 

杉
本
教
授
が
建
物
の
設
計

を
行
な
う
際
は
ま
ず
地
域
に

あ
る
素
材
・
技
術
を
調
査
し

地
元
で
対
応
出
来
る
技
術
を

知
っ
た
上
で
設
計
を
す
る
こ

と
に
重
点
を
置
い
て
い
る
と

述
べ
た
。 

そ
う
し
た
中
で
、
モ
デ
レ

ー
タ
ー
の
森
岡
氏
も
行
政
が

設
計
士
に
出
す
企
画
要
項
に

「
新
宮
市
の
基
盤
産
業
で
あ

る
木
材
の
活
用
を
」
と
一
言

盛
り
込
ん
で
欲
し
い
と
提
案

し
た
。 

最
後
に
、
杉
本
教
授
は
川
上

か
ら
川
下
ま
で
の
チ
ー
ム
を

作
り
、
何
を
す
る
に
も
そ
の

チ
ー
ム
で
動
き
情
報
を
共
有

し
、
行
政
と
も
連
携
し
て
木

づ
か
い
の
ま
ち
お
こ
し
を
成

功
さ
せ
て
欲
し
い
と
締
め
く

く
っ
た
。 

尚
、
お
忙
し
い
中
、
多
く

の
方
々
に
ご
列
席
を
頂
き
誠

に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

出
席
人
数
… 

 
 
 
 

約
１
０
０
名 

    

  

太
地
町
道
の
駅
「
た
い
じ
」

が
8
月
11
日
に
オ
ー
プ
ン
致

し
ま
す
。 

道
の
駅
の
レ
ス
ト
ラ
ン
と

物
産
品
販
売
所
で
使
用
さ
れ

る
木
製
備
品
（
イ
ス
・
テ
ー

ブ
ル
・
陳
列
棚
等
全
て
紀
州

材
を
使
用
）
を
今
回
新
宮
木

材
協
同
組
合
か
ら
新
緑
会
に

委
託
し
7

月
26

日
に
イ
ス

41
脚
、
テ
ー
ブ
ル
11
台
、
陳

列
棚
19
台
、
ベ
ン
チ
2
脚
を

全
て
納
品
致
し
ま
し
た
。 

太
地
町
の
関
係
者
の
方
に

は
、
大
変
喜
ん
で
頂
き
納
入

し
た
側
と
し
て
は
、
一
安
心

致
し
ま
し
た
。 

道
の
駅
に
行
か
れ
た
際
に

は
、
食
事
や
買
い
物
と
併
せ
、

職
人
の
技
が
光
る
上
質
な
木

製
品
に
も
是
非
目
を
向
け
て

頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

   

    

   
 

               

                     

太
地
町
道
の
駅
備
品
納
入 

太
地
町 

道
の
駅 

「た
い
じ
」 

備
品
納
入 
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会
場
を
埋
め
尽
く
す
来
場
者 

納入した備品の数々 

道の駅「たいじ」 



 

新入会員紹介                      

                     

 

1
月
28
日
に
新
緑
会
主
催

に
よ
る
毎
年
恒
例
の
ボ
ウ
リ

ン
グ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
参
加
人
数
は
約
80
人
程

で
、
家
族
や
、
従
業
員
が
参

加
し
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。
大
会
終
了
後
は
順
位

発
表
を
行
な
い
、
協
賛
し
て

頂
い
た
皆
さ
ん
の
景
品
を
贈

呈
し
ま
し
た
。 

協
賛
し
て
頂
い
た
皆
様
に

は
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。 

        

  

  

夏
休
み
恒
例
の
親
子
木
工
教

室
を
今
年
も
7
月
30
日
（
日
）

に
行
い
約
１
３
０
名
以
上
の
親

子
に
参
加
頂
き
ま
し
た
。
又
、

今
年
も
木
育
の
た
め
に
林
業
か

ら
製
材
そ
し
て
住
宅
と
し
て
使

用
さ
れ
る
ま
で
の
経
過
を
分
か

り
や
す
く
現
物
を
用
意
し
て
説

明
す
る
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
し

た
。
今
回
は
「
ミ
ニ
ベ
ン
チ
」

と
「
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ケ
ー
ス
」
の

二
点
を
用
意
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
猛
暑
の
中
来
場
さ
れ
た

方
々
が
作
品
を
完
成
さ
せ
て
喜

ぶ
姿
を
見
て
と
て
も
満
足
で
し

た
。
無
事
終
了
す
る
こ
と
が
で

き
、
会
員
の
皆
様
、
お
疲
れ
様

で
し
た
。 

（
倉
谷 

良
太
） 

 

   

生年月日：1982 年（昭和 57 年）5月 25日 
住  所：新宮市三輪崎 
年  齢：35歳 
血 液 型：Ａ型 
趣  味：野球 
モットー：誠実 
新緑会での自分の役割：1年目は時間を作って

参加する 
抱負：紀南運輸㈱の中谷です。まだわからない
事が多いですが、出来る限り参加し、勉強し
て色々と挑戦して行きます。 
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中
谷

な
か
た
に 

友 と
も

哉 や 

さ
ん 

木 

工 

教 

室 

 

 

親 

子 

生年月日：1990 年（平成 2年）1月 15日 
住  所：新宮市新宮 
年  齢：27歳 
血 液 型：Ｂ型 
趣  味：仕事・釣り 
モットー：笑顔を絶やさない。 
新緑会での自分の役割：出張木工教室 
抱負：初めまして、久保製材の久保雅稔です。 
新緑会に入会させて頂き、これから益々木材の事
について、勉強して行けたらいいなと思います。
新緑会の皆様をはじめ、組合員・各業界の方々、
まだまだ未熟者ですが、ご指導の程、宜しくお願
い致します。 

説明風景 

 

 

 

製作風景 

 

 

 

ティッシュケース（左）とミニベンチ（右） 

 

 

 

景品の授与 

 

 

 

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会 

久
保

く

ぼ 

雅 ま
さ

稔 と
し 

さ
ん 

紀
南
運
輸
㈱ 

久
保
製
材 



 

  

事
務
局
月
一
回
土
曜 

休
業
日
の
ご
案
内
（
予
定
） 

（
8
月
～
12
月
） 

8
月
26
日
（
土
） 

9
月
16
日
（
土
） 

10
月
21
日
（
土
） 

11
月
25
日
（
土
） 

12
月
9
日
（
土
） 

         

                    
         

                             

樹
種 形 状 

平成 29年 備 考 

5月 6月 7月 
長さ 

（m） 

径 

（cm） 

杉 

4m小丸太材 
7,400 

(7,100) 

7,300 

(6,700) 

7,200 

(6,700) 4 6～13 

3m  14～20 
8,300 
(8,500) 

7,600 
(8,800) 

8,300 
(8,900) 3 14～20 

3m 22cm上材 
11,600 

(10,300) 

9,300 

(11,000) 

10,500 

(11,600) 3 22～ 

4m  14～22 
8,700 

(8,100) 

8,100 

(8,100) 

9,000 

(7,300) 4 14～22 

4m 24cm上材 
13,100 
(11,700) 

11,000 
(11,700) 

12,000 
(10,600) 4 24～ 

檜 

4m小丸太材 
7,100 
(5,700) 

6,600 
(6,200) 

7,200 
(5,200) 4 6～13 

3m  14～20 
11,800 
(10,000) 

9,900 
(12,000) 

10,400 
(9,400) 3 14～20 

3m 22cm上材 
14,400 
(11,100) 

11,000 
(13,600) 

13,200 
(13,100) 3 22～ 

4m  14～22 
12,000 
(10,300) 

11,400 
(10,600) 

11,400 
(10,100) 4 14～22 

4m 24cm上材 
17,300 

(12,200) 

11,500 

(15,000) 

14,000 

(12,700) 4 24～ 

杉総平均単価 
11,300 

(10,100) 

9,200 

(10,500) 

10,100 

(9,700) 
 

檜総平均単価 
14,600 
(10,300) 

10,800 
(11,700) 

11,900 
(11,200) 

 

総平均単価  
12,300 
(10,100) 

9,500 
(10,700) 

10,400 
(10,000) 
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事
務
局
お
盆
休
み
の 

 
 
 
 
 
 

お
し
ら
せ 

8
月
12
日
（
土
） 

 
 

～
8
月
17
日
（
木
） 

㎥単価 （ ）は平成 28年度 

氏 名：畑中
はたなか

 龍
りょう

輝
き

 

生年月日：平成 4年 12月 13日 

住 所：三重県南牟婁郡御浜町 

年 齢：24歳 

血 液 型：AB型 

趣 味：和太鼓、音楽（聴くのも、するのも） 

◇半年を振り返って◇ 

・上手くいかないことが多いと感じていますが、少し

ずつ改善していけたらと思います。 

★意気込み★ 

・原木について理解を深め、お客様との対応力を身に

つけて新宮原木市場に貢献できるよう努力します。 

氏 名：加藤
か と う

 大
ひろし

 

生年月日：昭和 62年 11月 26日 

住 所：新宮市 

年 齢：29歳 

血 液 型：B型 

趣 味：釣り 

◇半年を振り返って◇ 

・覚えることがたくさん有り、大変でしたが一つ一つ間

違いがないように正確に覚えていきます。 

★意気込み★ 

・お客様に対して積極的に声を掛けていき、新宮原木市

場のお客様がどんどん増えていくように努力します。 

㈱新宮原木市場 新入社員紹介 



 

 
                            

                             

 

◆
8
月
4
日
（金
） 

 
 

盛
夏
特
別
記
念
市 

◆
9
月
30
日
（土
）～ 

 

10
月
1
日
（日
） 

第
39
回 

児
童
生
徒
木
工
工
作 

コ
ン
ク
ー
ル 

◆
10
月
15
日
（日
） 

第
58
回
木
霊
塔 

建
立
供
養
式 

 

献
木
者 

山
下 

充
洋 

氏 

◆
10
月
17
日
（火
） 

新
宮
ま
つ
り
記
念
市 

 
 

  
◇
本
号
の
表
紙
は
新
宮
市
新
庁

舎
の
議
場
を
紹
介
し
ま
し
た
。

木
の
香
り
に
囲
ま
れ
て
新
宮

市
の
諸
問
題
が
議
論
さ
れ
て

お
り
ま
す 

◇
藤
井
聡
太
君
、
29
連
勝
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
若
く

し
て
日
本
中
を
熱
況
さ
せ
た

ワ
ク
ワ
ク
感
を
あ
り
が
と
う
。

今
年
上
半
期
の
話
題
を
一
人

占
め
し
ま
し
た
。 

◇
長
老
一
二
三
ン
長
い
間
ご
苦

労
様
で
し
た
。
最
後
は
勝
負

師
の
執
念
を
感
じ
ま
し
た
。 

◇
羽
生
善
治
さ
ん
、
今
尚
、
将

棋
界
の
第
一
人
者
と
い
う
だ

け
で
な
く
、
Ａ
Ｉ
（
人
工
頭

脳
）
研
究
の
ア
マ
チ
ュ
ア
に

於
け
る
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
の

一
人
と
は
…
。
そ
の
研
究
熱

心
に
は
頭
が
下
が
り
ま
す
。 

◇
マ
ス
コ
ミ
に
つ
い
て
私
が
学

ん
だ
の
は
彼
ら
は
い
つ
も
記

事
に
飢
え
て
お
り
、
セ
ン
セ

ー
シ
ョ
ナ
ル
な
話
題
が
受
け

る
と
い
う
こ
と
だ
。（
ド
ナ
ル

ド
・
ト
ラ
ン
プ
）
は
た
し
て

ト
ラ
ン
プ
流
の
ブ
ラ
フ
（
は

っ
た
り
、
脅
し
）
は
変
革
を

も
た
ら
す
為
の
戦
術
な
の
か
、

そ
れ
と
も
フ
ェ
イ
ク（
偽
物
）

に
終
わ
る
の
か
。
世
界
中
の

人
々
が
彼
の
動
向
を
注
視
し

て
い
ま
す
。 

◇
室
町
時
代
を
扱
っ
た
本
は
売

れ
な
い
。 

 

そ
ん
な
常
識
を
覆
し
た
の
が

今
大
ヒ
ッ
ト
中
の
「
応
仁
の

乱
」呉
座 

勇
一 

著
で
す
。 

 

名
前
は
良
く
知
ら
れ
て
い
る

の
に
、
地
味
で
複
雑
で
難
解

な
戦
乱
と
言
わ
れ
る
の
が

「
応
仁
の
乱
」
で
す
。
概
略

を
紹
介
し
て
お
き
ま
す
。 

 
室
町
時
代
の
後
期
、
全
国
の

有
力
大
名
が
東
西
に
別
れ
、

十
一
年
の
長
き
に
渉
っ
て
京

都
で
戦
わ
れ
た
戦
乱
で
す
。 

 

足
利
将
軍
家
、
細
川
、
山
名

の
東
西
両
大
将
を
は
じ
め
、

多
岐
に
わ
た
る
登
場
人
物
と

人
間
関
係
の
複
雑
さ
か
ら
乱

の
原
因
や
結
果
に
つ
い
て
は

十
分
に
知
ら
れ
て
い
な
い
。

応
仁
の
乱
が「
何
故
起
き
て
」

「
ど
の
よ
う
な
経
過
を
た
ど

り
」「
そ
の
後
ど
う
な
っ
た
の

か
」
そ
し
て
日
本
社
会
に
残

し
た
も
の
は
何
だ
っ
た
の
か
。

同
時
代
に
生
き
た
奈
良
興
福

寺
・
大
乗
院
の
二
人
の
《
経

覚(

き
ょ
う
が
く)

と
尋
尊
（
じ
ん
そ

ん
）
》
の
僧
侶
（
別
当
）
の
日

記
を
重
要
な
手
が
か
り
と
し

て
説
き
明
し
た
著
者
畢
生(

ひ

っ
せ
い)

の
名
著
で
す
。 

又
、
応
仁
の
乱
が
日
本
歴
史

の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト

で
あ
っ
た
と
す
る
東
洋
史

家 

内
藤 

湖
南 

独
特
の
史

論
（
応
仁
の
乱
以
後
は
我
々

の
真
の
身
体
骨
肉
に
直
接

触
れ
た
歴
史
）
も
あ
り
ま
す
。

一
四
六
七
（
人
の
世
む
な

し
）
応
仁
の
乱
、
御
一
読
の

程
を
。 

行
事
予
定 
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末 社 詣 り 

 組合恒例の末社詣り行事を旧暦の元旦にあたる 1月 28日（土）に行ないました。晴天の下、参加者
は神社にて頭をたれ業界の隆昌と安泰を祈願いたしました。各神社を参拝後はかわゐにて伝統の「ど
じょう汁」に舌つづみをうち、正月らしい賑わいで旧元日をお祝い致しました。（参加者 17名） 
（速玉大社－牛ノ鼻神社－中村神社－烏止野神社－阿須賀神社－神倉神社（遥拝）－王子神社（遥拝）） 

神倉神社と王子神社は速玉大社の摂社
せっしゃ

（本社と末社の間に位置する神社）である阿須賀神社より遥拝 

 

熊野速玉大社にて 

 

 

 

かわゐでの懇親会 

 

 

 

烏止野神社にて 

 

 

 


